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平成19年3月期中間業績予想（連結・個別）修正に関するお知らせ 
 
最近の業績動向を踏まえ、平成１８年５月17日に公表いたしました平成１９年３月期中間期（平成１

８年４月１日～平成１8年９月３０日）の業績予想（連結・個別）を下記のとおり修正いたします。 

 
記 

 
１．業績予想  

【連結】 

（１）平成19年3月期中間期連結業績予想数値の修正（平成18年4月1日 ～ 平成18年9月30日） 

（単位：百万円、％） 

  売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A) 2,056 29 4 

今回修正予想（B） 2,146 89 39 

増減額（B-A） 90 59 35 

増減率（％） 4.3 200.5 800.4 

（ご参考）前期実績（平成18年3月期） 4,013 33 40 

（ご参考）前年同期（平成18年3月中間）実績 1,973 40 31 

    （参考）一株当たり予想中間（当期）純利益 917円48銭 

  【個別】 

（２）平成19年3月期中間期業績予想数値の修正（平成18年4月1日 ～ 平成18年9月30日） 

（単位：百万円、％） 

  売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A) 93 △7 △5 

今回修正予想（B） 93 △3 △5 

増減額（B-A） 0 4 0 

増減率（％） 0.0％ － － 

（ご参考）前期実績（平成18年3月期） 378 △13 △12 

（ご参考）前年同期（平成18年3月中間）実績 181 △13 △18 

    （参考）一株あたり予想中間（当期）純利益 △22円89銭 

 

 

 

 

 

 

 



 ２．修正の理由 
 （１）連結業績 
 今回の業績上方修正におきましては、ヒロタ事業及びシューファクトリー事業等の直営

店を中心とした販売戦略において売上高が向上し、更に、各事業の各コストの見直しから

利益率向上に取り組んできた結果、前回発表時に見込んでいた利益を上回る見込みとなり

ました。 
 
（２）個別業績 
 個別に関しましては、連結業績（子会社業績）に連動し経常利益は改善いたしますが、

当期利益に関しましては、当初の予想通りとなる見込みです。 
 
 
上記に記載した予想数値は、現時点において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、

多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化により、上記予想数値と

異なる可能性があります。 

 
   
《参考》 
   なお、平成 18年５月 17日に公表いたしました通期業績予想（連結・個別）に関しまし
ては、事業の増加及び原材料の高騰が続いていることより、今回は修正を行いません。ま

た、通期業績予想（連結・個別）に関しまして予想の修正がでる見込みとなった場合は、

直ちにご報告させていただきます。 
平成 19年３月期通期業績予想（連結・個別）（平成 18年 5月 17日発表） 
【連結】 
（１）平成19年3月期連結業績予想（平成18年4月1日 ～ 平成19年3月31日） 

（単位：百万円） 

  売上高 経常利益 当期純利益 

平成19年３月期連結業績予想 4,094 75 19 

  
【個別】  
（２）平成19年3月期業績予想（平成18年4月1日 ～ 平成19年3月31日） 

（単位：百万円） 

  売上高 経常利益 当期純利益 

平成19年３月期業績予想 194 2 △13 

 
 

本件に関するお問い合わせ先 

   ２１ＬＡＤＹ株式会社 経営企画担当 03-3556-2121 

以  上 

 


